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研究成果の概要（和文）： 

本研究は児童生徒の健康指標に個人レベルおよび集団レベルの心理社会的学校環境要因がど

のような影響を及ぼしているかについて明らかにすることを目的とした。研究方法として，小･

中･高校生を対象に自記式無記名の質問紙調査を実施した。個人レベルと集団レベルの両方の心

理社会的要因の影響を同時に考慮したデータ分析の結果，個人レベル要因だけでなく，集団レ

ベル要因も個人レベルの健康指標に関連していることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study examined the individual and contextual effects of psychosocial school 

environment on health and well-being among Japanese young people. Self-administered 

questionnaires were distributed to students in grades 5-12 (aged 10-18 years) at public 

schools across Okinawa, Japan. Using multi-level models, the effects of individual- and 

contextual-level psychosocial factors on health were simultaneously analyzed. The findings 

suggest that, after adjustment for individual-level factors, contextual-level factors were 

associated with health indicators among youth.  
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１．研究開始当初の背景 

児童生徒にとって，日中のほとんどを過ご
す学校生活における様々な出来事や経験は，
人格形成や学業成績だけでなく彼らの健康
状態にもきわめて大きな影響を及ぼすもの
と思われる。近年，WHO をはじめとする欧

米の研究者は，学校生活の中で，学校満足や
学校関連ストレス，社会的支援などを含む包
括的な心理社会的学校環境と児童生徒の健
康結果との関連性に注目した概念モデルを
提案しており，多くの研究により，支援的・
受容的な学校環境は保健行動や主観的健康，
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well-being の発達の資源となり，一方，非支
援的・ネガティブな学校環境はこれらの危険
因子となることが示唆されている。 

我々は，心理社会的学校環境概念モデルを
適用して，わが国の児童生徒の健康状態を説
明することを試みてきた。これまでに，当モ
デルの構成概念妥当性および信頼性の評価
を行い，同時に概念間と自覚症状との関連性
や因果構造を明らかにした。また，心理社会
的学校環境と生体的ストレス指標や主観的
ストレス反応，喫煙，飲酒，性行動等の危険
行動との関連性を示唆する知見を報告して
きた。これらの研究結果は，学校におけるヘ
ルスプロモーションを進める場合，児童生徒
の心理社会的学校環境を改善することが有
効な方策となる可能性を示すものである。し
かし，心理社会的学校環境と健康結果との関
連性のメカニズムは複雑であり，以下のよう
に検討すべき課題が残されている。 

これまでの研究は主として心理社会的学
校環境に対する個人レベルの認知過程を中
心に扱ってきたが，児童生徒の健康結果には，
個人レベル要因だけでなく，学校や学級の雰
囲気・風土といった集団レベルの共通環境要
因も何らかの影響を及ぼしていると考えら
れる。また，先行研究の多くは，学校や学級
の児童生徒全員を標本とする集落サンプリ
ングを用いており，個人の観測値が学校や学
級などのグループ内に入れ子になっている
データ構造を呈している。同じ学校や学級な
どの共通環境下にあるグループに属する児
童生徒は，ランダムに選ばれた児童生徒より
お互いに類似する傾向にあると考えられる。
このような場合，各個人がお互いに独立であ
ることを仮定した従来の重回帰モデル等で
解析することは適当でない。 
以上のことから，心理社会的学校環境の健

康影響を理解するためには，個人レベル要因
と集団レベル要因の両方を考慮し，マルチレ
ベルの現象としてモデル化することが必要
となる。これまで，わが国の児童生徒の健康
結果についてマルチレベルの要因から検討
した研究は皆無であったことから，学校・学
級レベル要因の健康影響の程度はほとんど
明らかになっていない。本研究は，わが国の
学校保健分野におけるマルチレベル研究の
嚆矢となる。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，小･中･高校の児童生徒を
対象として，個人レベルの心身の健康状態お
よび健康危険行動に個人レベルおよび集団
レベルの心理社会的学校環境要因がどのよ
うな影響を及ぼしているかについて，マルチ
レベル分析を適用して明らかにすることで
ある。 

 

３．研究の方法 

（1）平成 19 年度 

沖縄県那覇市の全公立中学校 17 校の 1～3

学年から選択した 2 学級（計 102 学級）に在
籍する中学生 3,733 名を対象に質問紙調査を
実施した。対象のうち 3,406 名から質問紙を
回収し分析に用いた。主な調査内容は，健康
指標（心身の自覚症状，抑うつ症状 [CES-D]），
心理社会的学校環境，生活習慣，社会的要因，
人口統計学的要因等である。 

 

（2）平成 20 年度 

沖縄県全域から抽出した全日制県立高等
学校 29 校の 1～3 学年の各 1 学級（計 87 学
級）に在籍する高校生 3,248 名を対象に質問
紙調査を実施した。対象のうち，2,850 名か
ら質問紙を回収し分析に用いた。主な調査内
容は，健康指標（心身の自覚症状，抑うつ症
状 [CES-D]），心理社会的学校環境，危険行
動（喫煙，飲酒，性行動，運動不足，食行動
等），社会的要因，人口統計学的要因等であ
る。 

 

（3）平成 21 年度 

沖縄県全域から抽出した公立小学校 31 校
の第 5・6 学年の各 2～3 学級（計 132 学級）
に在籍する小学生 4,503 名を対象に質問紙調
査を実施した。対象のうち，4,338 名から質
問紙を回収し分析に用いた。主な調査内容は，
健康指標（主観的健康感，心身の自覚症状，
抑うつ症状 [DSRS-C]），心理社会的学校環
境，生活習慣，社会的要因，人口統計学的要
因等である。 

 

（4）いずれの年度も，調査の際，対象者に
回答を拒否しても良いことや回答を拒否し
ても何ら不利益を受けることがないこと，回
答が学校の成績とはまったく関係のないこ
と等を口頭および文書で説明した。 

各年度で得られたデータは，単変量分析お
よびマルチレベル分析に用いられた。マルチ
レベル分析の階層は児童生徒の個人レベル
と学級･学校集団レベルの 2 レベルまたは 3

レベルとした。 
なお，本研究の実施計画は琉球大学疫学研

究倫理審査委員会の承認を得ている。 
 
４．研究成果 
（1）平成 19 年度 

中学生を対象としたこの年度におけるデ
ータ分析の主な目的変数は抑うつ症状，主な
説明変数は心理社会的学校環境要因であっ
た。その他に調整変数として人口統計学的要
因を用いた。結果は以下の通りである。 

 

①抑うつ症状について学級･学校レベルの級
内 相 関 係 数 （ Intra-class correlation 



 

 

coefficient：ICC）を算出したところ，ある
程度の大きさの ICC が認められ，抑うつ症状
の学級･学校間分散はばらついていることが
示された。また，学級レベルの ICC は学校レ
ベルの ICC よりも大きく，抑うつ症状の変動
が学校よりも学級の違いによってより説明
されることが示唆された。 

 

②個人レベルにおける抑うつ症状と心理社
会的学校環境要因との関連について相関係
数を算出したところ，多くの組合せにある程
度の強さの相関係数が認められた。中でも学
校満足との関連が最も強かった。 

 

③中学生の抑うつ症状を説明するために，心
理社会的学校環境要因を代表する変数とし
て学校満足を用い，学級をランダム効果とし
た 2レベルのマルチレベル回帰分析を実施し
た。その際，個人レベルの学校満足は学級平
均でセンタリングし，集団レベルの学校満足
はそれぞれの学級平均を用いた。個人レベル
の学校満足および調整変数と集団レベルの
学校満足を同時投入して検討したところ，学
級間の学校満足の違いによって，抑うつ症状
の分散がより説明されることが示された。固
定効果についてみてみると，個人レベルの学
校満足は抑うつ症状と有意な関連を示し，こ
れまでの知見を支持する結果となった。また，
個人レベル要因を制御した後も，集団レベル
の学校満足が個人レベルの抑うつ症状に関
係していることが明らかになった。すなわち，
生徒自身の学校満足に関係なく，学級レベル
の学校満足が高いほど，生徒は抑うつ症状を
呈しない傾向にあるということである。 

 
（2）平成 20 年度 

高校生を対象としたこの年度におけるデ
ータ分析の主な目的変数は現在喫煙，現在飲
酒，性交経験等の危険行動であり，主な説明
変数は心理社会的学校環境要因およびソー
シャル･キャピタルであった。その他に調整
変数として人口統計学的要因を用いた。結果
は以下の通りである。 

 

①高校生の現在喫煙，現在飲酒，性交経験に
ついて，学級･学校レベルの ICC を算出した
ところ，ある程度の大きさの ICC が認められ
た。いずれの危険行動も学校レベルより学級
レベル ICC の方が大きかった。男女別にみて
も同様の傾向であり，高校生の危険行動は集
団レベル，特に学級レベルで類似する傾向に
あることが示唆された。また，危険行動の中
でも，現在喫煙の ICC が最も大きく，集団の
効果がかなり影響しているものと思われる。  

 

②高校生の現在喫煙，現在飲酒，性交経験を
説明するために，個人レベルの学校満足およ

び学校平均から求めた集団レベルの学校満
足を説明変数，人口統計学的要因を調整変数，
学校をランダム効果とした 2 レベルのマルチ
レベルロジスティック回帰分析を実施した。
結果として，個人レベルの学校満足は喫煙，
飲酒，性交経験のいずれにも関連しており，
学校満足の高い生徒はこれらの危険行動を
とりにくい傾向にあった。また，個人レベル
要因を制御した後も，集団レベルの学校満足
は喫煙や飲酒に関連しており，学校満足レベ
ルの高い学校に通う生徒は喫煙や飲酒をし
にくいことが示唆された。したがって，喫煙･
飲酒行動に対しては，集団レベルの学校満足
の文脈効果が及んでいるといえる。しかし，
性交経験については文脈効果が認められず，
危険行動の種類によって集団レベルの影響
が異なる可能性が考えられる。 

 

③同様に，高校生の喫煙･飲酒行動を目的変
数，個人･学校レベルの一般的信頼感による
認知的ソーシャル･キャピタルを説明変数と
したマルチレベルロジスティック回帰分析
を実施した。その際，学級と学校を階層とし
た 3レベルのランダム切片モデルを採用した。
説明変数を含まないヌルモデルでは，喫煙の
学校間分散が認められたが，学級間分散は認
められなかった。飲酒の学校間･学級間分散
は認められた。説明変数を含めたモデルでは，
個人レベルの信頼と喫煙･飲酒との関連が示
された。集団レベルの信頼と喫煙との関連は
個人レベルと同様の方向を示したが，有意性
は消失し決定的ではなかった。集団レベルの
信頼と飲酒との関係はみられなかった。 

 
（3）平成 21 年度 

小学生を対象としたこの年度におけるデ
ータ分析の主な目的変数は抑うつ症状であ
り，主な説明変数は心理社会的学校環境であ
った。人口統計学的要因を調整変数として用
いた。結果は以下の通りである。 

 

①中学生と同様に，小学生の抑うつ症状 ICC

はある程度の大きさを示し，学級レベルの
ICC が学校レベルの ICC よりも大きいこと
が認められた。 

 

②小学生の抑うつ症状を目的変数，個人・学
校レベルの学校満足を説明変数，学校をラン
ダム効果とした 2レベルのマルチレベル回帰
分析を実施した結果，個人レベル変数を制御
した後も学校レベルの学校満足が抑うつ症
状に影響していることが明らかになった。 

 

（4）平成 22 年度 

本年度は，上述した研究結果を取りまとめ
て学術論文や学会発表等で公表した。 

本研究の全体的な研究成果をまとめると



 

 

次の通りである。①児童生徒の健康指標（抑
うつ症状や危険行動）は学級･学校の集団レ
ベルで類似する傾向にあった。②児童生徒の
抑うつ症状と心理社会的学校環境要因との
間にある程度の強さの相関関係がみられ，中
でも学校満足が最も強い関連を示した。③児
童生徒の健康指標は個人レベルおよび集団
レベルの心理社会的要因と関連していた。個
人レベル要因を考慮した後も，集団レベル要
因の健康影響が認められたことから，児童生
徒の健康指標に対して集団レベル要因の文
脈効果（contextual effect）が及んでいるこ
とが示唆された。 

このように，健康指標に集団間のばらつき
や文脈効果が認められる場合，集団レベルの
要因にも焦点を当てるべきであることを示
唆するものであり，学校におけるヘルスプロ
モーションを考える場合，個人レベルの指導
だけでなく，学級や学校といったメゾレベル
の心理社会的要因の改善についてもっと焦
点を当てる必要があるだろう。 
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